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 hypoxiaを伴う各種疾患に対し高圧酸素療法(hyPerbarエCQxygeIlaUon七he-
 rapy)の有効なことが近時注目を浴びてきて本邦でも臨床応用の報告がみられはじめた。しか
 しhyperbariCOxy'gena七io11(以下OHPと称する)に関するこれまでの多ぐの研究に
 もかかわらず,OHP下。病態生理については必ずしも十分解明されているとはいえず,最も
 問題となる酸素中毒についても未だ定説がない。著者は本療法の基礎的諸問題を究明するためン
 動物用高圧タンクを考案作成し,oHP下の生理とくに呼吸および血液ガスン循環7肺組織,中
 枢神経への影響について実験を行なった。
 狂呼吸および血液ガスヘの影響
 雑種成犬にベントバルビタール,塩酸ブ・メタジンンパーフエナジンを投与OHP(5気圧)
 を5G分間負荷したところ,呼吸数は平均ゴ5%減少フー回換気量は51%増加,分i序換気量1は
 18%増加した。また別に無麻酔のまNでタンク内に入れフタンク内を酸素で満たしその圧を2
 気圧に必げたものでは7はじめの5～4時間は呼吸数の増加がみられ,そロの後減少し,6時両目
 頃から再び増加する傾向がみられ,呼吸のパターンが次第に痙蟹生を示してくるのが認められた。
 麻酔犬1にかけるOH!P(5気圧)50分後の動脈血Pcoリ,pHは対照群に比し有意の差を示さ
 なかったが7静脈血Pco2は65・6±ス9徽H7で平均16.9欄H“上昇pHはz271士0、046で平
 均0・061の低下を示した。動脈血IPO2の上昇は著明でいづれも細口0獺H窮をこえ,Aθ仁rup力逸分折
 装置では測定不能であったがコ静脈血Po、,は70、6±14、2㈱H9で,予想外に低かった。換気
 1量の増加についてはン還元ヘモグ・ビン減少→σ02輸送の蹄害→組織内oo2蓄積の過程による
 ものであることは,静∬舳PCO.の著明な上昇7pHの著明な低下により推論される。OHP5G
 分蚤の呼吸数については,麻酔下で減少,無麻醜蹴こ増加をみたが,諸家の報告もこの点につい
 ては必ずしも一政していない。これは生体に対するOHPの作用がp組織CO2増加による呼吸中
 枢隷敦作用,高酸素分圧の呼吸中1駆に対する抑制作!11,che皿OreceP七〇r抑制,肺迷1走神1経
 反射抑制}心理的要因など幾多の因子が干渉し合うた挺)と思われる。
斑
 徳環への影響
 セコバルビタール麻酔大江気管内挿管を行ないン筋弛緩剤シンレツクスを与えて,調館呼吸一ド
 ・でG且P(5気圧)の動脈血臼ち心拍教お・よび心電図にむよばづ一影響を観察した。また別に無麻酔
 犬にサクシニールコリンを筋注し,OHPの脳波・心電図におよぼす影響を観察した。麻酔下
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 「珊町『11、一
 OHP(5気圧)"手間の負荷により,収縮期血圧,拡張期血圧ともに上昇,平均動脈圧は27%
 上昇ン心拍数は25%減少した。心電図には署変がなかった。しかし無麻酔犬にOHP(4気圧)
 を負荷した5例では艶脳波に痙・肇発射出現後まもなくア期外収縮,二段脈,房室ブ・ック,結節"二
 性調津などの調津異常がみられた。
N
 肺組織への影響
 セコバルビタール麻酔犬をOHP(2～4気圧)下に自発呼吸のま～5時間放置した後,肺葉
 切除を行ない7病理組織学的所見を検討した。また別の群については,無麻酔のまま2気圧下で
 8～10時間酸素を藪入させた後,同様に肺葉切除を行なった。無気肺と鬱血が主な所見で,
 気圧が高い程,またOHP負荷の時間が長い程変化が著明でめった。
 V中枢神経臨系への影響
 (1)全身痙攣の発生無麻酔犬をタンクに入れ,タンク内空気を酸素で置換した後2～4気圧
 にあげ,一般状態を観察した。12例中2気圧群の1・1殉を除いて,すべてはげしい全身痙攣をき
 たしン酸素圧が高くなる砥ど痙攣の発現が速やかであった。痙攣の性質はてんかん大発作と似て
 か窮減圧により症状の改善をみた。従来安全とされていた2気圧OHPでも2時間で痙攣発作
 をきたしたものがあ躬OHP感受性の個体差が大きいことが認められた。またGO2を少量添加
 することによ外痙攣の発現は著しく速やかにな動その症状も一層激烈となったがンセコバル
 ピタールの投一与は痙攣の発現奪著明に抑制した。
 (2)脳波への影響筋弛緩剤投一与犬に一定条件で調節呼吸を行ない,OHP(5～4気圧)を
 負荷し脳波を観察した。全網において・徐波化の傾向が認められ,4気圧群ではそ'の発現が一層津
 やかでコついに高電圧の律動棘波が反復襲来するのがみられた。
 1の脳病理組織所見OHPに1よウ全身痙攣をきたした犬の大脳の病理組畿所見を検討した。痙
 華1直後に減圧したものは異常がみられなかったが,死をこ至るまで痙攣を反復させたものでは,核
 が濃縮し,原形質も狭くなるなど神経細胞の高度の退行変性かみられた。
w 結 語
 OHP負荷により,換気量の増加,動脈血Po.,の上昇,静脈血Pco,の上昇,pHの低下,
 動脈ご辻圧¢)一ヒ昇,心拍数の減少がみられコ長時湖にわたると呼吸が痙郵性のパターンを示したG
 また痙攣脳波出現時に心律動障害が認められた。腕組械へ(⊃影響としては,OHPの圧が高いほ
 どまた時間力弍長1いほど,より高度に欝』璃1無気肺などの変化フグみられた。酸素中毒とくi⊂全身痙'
 攣はほとんど全例に発生し,また個体差が大きいた極従来安全規されていた2鉦E程度ても十
 分注意すべきであることを知った。
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 審査結果の要旨
 本論'文は『笥圧酸素療法しh7perbariCoXygena七iOutb.臼raエ1・y)1!⊂,姓」'る・濾髄的
 音調1、駈角棚勃,ため、犬麟{い.翔三礁鍛境下降ける!1微絋び藤ガス・・榔誕「づ臨肺
 ゴil.識.中1臨軽釜系への.影顧を検討した結果を撮告したものである。
 櫓下hyPGrbaric。町胆i・ati。エ・似下・HPと…費づ“)蕊肱5吟の負荷窺
 垂呼砂撤は平均得り鍼づ》、1匡換気、ll鱒訓%,分時呼吸損1は18%増加したか・轍!崔酔下で
 は呼吸数がかえって増加した。隻1脈血Peo2.pHぱ対照群に比し有意¢差を示さ左かったが.静
 脈血Pc。呂仁仁,平∫郭7輔9上靴pHl癒四}した・鍵魎P・2雌ooe翻罐厩・稲毛聯
 が紛析蝦鰍、,、徒縦であったが.静1賄Pb,は平翔・加磁で魏た・循環への㈹
 としては.OHP5気圧.智博聞の負荷に」3。収縮1登しお・よ;1∫拡張期血圧ともに上昇し・'平均
 …瓠翻郵27%上昇レご}う玉、・齢撫t平均25%測〉した・心躯囮蠕変雌ら才瞭かつた
 が.無麟圷で1蘇性贓吏の瞳既と灘.蹴牌瓢二軸液講室'プ妙久朧謄1辮iなど
 下腿、腿魅肺糸晦への縛として、2駈で酸化経激て勢7ヒ汎5気融仕では轍盆・
 .li蝋肺の1鯉,がみ練.羅}縞L噸ど.睡。旺錦』1iゆ長t順ど変・化が!雛であっフ乞・輔
 縫糸へ。膨糀して、庶のi槻とと駅全射く聯{赫鬼聯動披'ごの嚇鴇,噸慶
 祥一総平均255}.5気群で1・よ252分,2蕪君半で。1虹47碕(5シ群畷1徒1磯馴1・上
 でも痙嫌なし)で.気圧の高い碓ど痙攣発現までの時間が短かくなり.その症状も激烈となつブヒ,
 まプヒ吸気宇に少量のCO2后コ恭'肱すると.痙=皐発現を著しく促進したが.セコバルビタールによる
 津溜、嬬則に.ゆ・醗現聾醜した。1鰍で員気圧以上に巌と・余波化の馳がみら粗つい
 で廟ゆ糖現とと耀、融曼榔)簿与棘拠坂復するのがみらゴ嚥痙・醗現直後減圧し溢こり
 にと張'脳組織に異諮はみられなかったが.痙象を.反擬させたものでは・大脳皮質全般にわた葺藩
 男乃:退・行変i生がみられた。
 ↓1、乏上の虞磧は高圧酸素・渓漉の臨床的応用に一夕遇し,いくつかの基漣的諸問題を解明したもので・
 '十一分学{立レ・こイ直するものと判元三づ畠κ)。
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